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大山町は
人口の『社会増加率　鳥取県NO.１』です

社会増加率＝社会増加数（転入者ー転出者）÷人口総数
大山町は0.147で、プラスになったのは大山町を含め県内3市町村のみです。（令和元年時点）

＠鳥取県統計課令和3年3月1日発行「100の指標からみた鳥取県」
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2令和 3年 5月号

新型コロナワクチン

高齢者の方を対象とした集団接種が始まります

【受付時間】

午　
　
前

① 9:30～ 9:45

午　
　
後

⑪ 13:30～13:45
② 9:45～10:00 ⑫ 13:45～14:00
③ 10:00～10:15 ⑬ 14:00～14:15
④ 10:15～10:30 ⑭ 14:15～14:30
⑤ 10:30～10:45 ⑮ 14:30～14:45
⑥ 10:45～11:00 ⑯ 14:45～15:00
⑦ 11:00～11:15 ⑰ 15:00～15:15
⑧ 11:15～11:30 ⑱ 15:15～15:30
⑨ 11:30～11:45 ⑲ 15:30～15:45
⑩ 11:45～12:00 ⑳ 15:45～16:00

㉑ 16:00～16:15
㉒ 16:15～16:30
㉓ 16:30～16:45
㉔ 16:45～17:00

【１回目】 【２回目】
【予約状況】
4月20日時点

5月10日 月 5月31日 月 ×
5月13日 木 6月 3日 木 ×
5月16日 日 6月 6日 日 ×
5月17日 月 6月 7日 月 ×
5月18日 火 6月 8日 火 ×
5月20日 木 6月11日 金 △
5月23日 日 6月13日 日 〇
5月24日 月 6月14日 月 〇
5月26日 水 6月16日 水 〇
5月27日 木 6月17日 木 〇
5月30日 日 6月20日 日 〇

対　　象　令和３年度中に65歳以上に達する方
　　　　　（昭和32年４月１日以前に生まれた方）

接種回数　２回の接種が必要です。接種間隔を守るため、
　　　　　できるだけ１回目・２回目をセットで予約してください。

費　　用　２回とも無料

接種場所　保健福祉センターなわ（大山町御来屋467番地　名和神社近く）

日　　時

新型コロナウイルス感染症の発症や重症化を防ぐ効果が期待される
ワクチン接種が始まります。

▲4月15日　大山町にワクチン�
第1号が届きました　　　

【予約状況】
×…ほぼ定員に達しています
△…若干空きがあります
〇…十分に空きがあります



3 令和 3年 5月号

①�郵送済の説明書等を読み、接種を受けるかどうか判断する。（基礎疾患等のある方で接種を迷われ
る場合は、事前にかかりつけ医に相談してください。）紛失された場合は接種日までに健康対策課
に連絡してください。
②接種日時を選び、予約専用電話0859－54－6400に電話で予約する。
③接種日までに、クーポン券（接種券）に同封の「予診票」「コロナ問診」
　に必要事項を記入する。
④接種当日は、肩を出しやすい服装、マスク着用で来場してください。
　【当日の持ち物】
　クーポン券（接種券）・予診票・コロナ問診
　接種のご案内（予約日時等を記入したもの）、
　本人確認書類（運転免許証、健康保険証等）

◆�デマンドバス（スマイル大山号）を利用された場合、集団接種会場で往復乗車分の「回数乗車券」
をお渡しします。乗車時にクーポン券（接種券）を提示してください。なお、利用には登録（企画
課　0859－54－5202）が必要です。
◆外出支援サービス事業に登録している方は、集団接種を受ける際は無料で利用できます。

電話での申込みが難しい場合はFAX（０８５９－５４－５０８７）またはメール（kenkoutaisaku@
town.daisen.lg.jp）で氏名・生年月日・連絡先FAX番号、希望の日時を記入の上お申し込みください。

◆集団接種　予約専用電話
　0859－54－6400　平日８時３０分～１７時
かけまちがいが発生しています。予約時には十分注意してください。

◆接種場所、クーポン券（接種券）発行等、一般的なお問い合わせ
　役場健康対策課　
　 0859－54－5206　 0859－54－5087　　受付時間：平日　８時３０分～１７時１５分

◆ワクチンの効果や副反応等に関すること
　鳥取県新型コロナワクチン相談センター　
　 0120－000－406　 0857－50－1033　受付時間：９時～１７時１５分（土日・祝日も対応）

◆新型コロナワクチンに関する相談窓口
　厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター　
　 0120－761－770　受付時間：９時～２１時（土日・祝日も対応）

接種を受けるには

各種連絡先

交通手段にお困りの場合

聴覚・言語障がいをお持ちの方へ

肩を出しやすい服装で！
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98億4千万円
　
令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
が

３
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
４
月
に
町
長
選
挙
が
行
わ
れ

る
予
定
だ
っ
た
た
め
、
政
策
的

経
費
を
原
則
計
上
し
な
い
骨
格

予
算
と
し
て
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。　

　
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
、
昨
年
度
か
ら
10
億

４
千
万
円
減
の
98
億
４
千
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

※
骨
格
予
算
と
は
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務

的
経
費
や
政
策
的
な
経
費
で
あ

っ
て
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
、
早
期
に
予
算
付
け

が
必
要
な
経
費
な
ど
必
要
最
小

限
の
経
費
を
予
算
計
上
し
た
も

の
で
す
。
政
策
的
な
経
費
や
新

規
事
業
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、

今
後
補
正
予
算
で
肉
付
け
を
行

い
ま
す
。

（歳入の特徴）
・新型コロナウイルス感染症の影響
により町税は減収を見込んでいま
す。
・ふるさと納税が好調で、寄附金が
増える見込みです。
・町債は、元金返済額以下に抑え、
町債残高の抑制に努めています。

（歳出の特徴）
・衛生費が、中山清掃センター解体事
業の完了により前年度比約２億７千
万円の減となっています。

・農林水産業費が、政策的経費の計上
見送りなどにより前年度比約６億６
千万円の減となっています。

・土木費が、橋梁長寿命化修繕事業の
実施などにより前年度比約１億２千
万円の増となっています。

令和３年度　大山町　当初予算の概要をお知らせします

令和３年度
一般会計当初予算　総額

歳入

町税
15億2892万円
町税

15億2892万円

地方交付税
45億6000万円
地方交付税
45億6000万円

国・県支出金
15億8292万円
国・県支出金
15億8292万円

寄附金
3億5211万円
寄附金

3億5211万円

繰入金
2億424万円
繰入金
2億424万円

町債
7億9490万円
町債

7億9490万円

その他収入
8億1691万円
その他収入
8億1691万円

歳出

総務費
15億4004万円
総務費

15億4004万円

民生費
27億1190万円
民生費

27億1190万円

農林水産業費
11億9176万円
農林水産業費
11億9176万円

消防費
2億8898万円
消防費

2億8898万円

衛生費
6億9149万円
衛生費

6億9149万円

教育費
8億5997万円
教育費

8億5997万円

公債費
13億7187万円
公債費

13億7187万円

土木費
8億9921万円
土木費

8億9921万円

商工費
1億7384万円
商工費

1億7384万円

その他
1億1094万円
その他

1億1094万円
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令和３年度　当初予算

　
修
理・修
景
な
ど
の
町
並
み
保
存
事
業
、

町
並
み
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
に
資
す

る
諸
事
業
を
所
子
集
落
や
他
団
体
と
連
携

し
て
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
来
訪
者
の
受
入
対
策

の
一
環
と
し
て
、
公
衆
用
ト
イ
レ
の
建
設

を
行
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
法
に
定
め
ら
れ
た
定
期
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
大
山
町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
お
よ
び
生
後
６
か
月
か
ら
高
校
生
相

当
年
齢
の
者
と
妊
婦
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　令和３年４月１日に開所した大山
ひめぼたる保育園の運営に係る経費。

　
橋
梁
点
検
に
よ
り
修
繕
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
橋
梁
に

つ
い
て
、
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
基
づ
い
て
早
期
修

繕
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
倉
谷
橋

と
豊
成
橋

の
橋
梁
補

修
工
事
な

ど
を
行
い

ま
す
。　

　
集
落
な
ど
が
取
り
組

む
農
業
生
産
活
動
の
維

持
や
洪
水
・
土
砂
崩
壊

の
防
止
、
定
住
条
件
の

向
上
、
地
域
資
源
の
保

全
活
動
な
ど
に
対
し
助

成
を
行
い
、
対
象
地
域

の
経
済
活
動
や
生
活
環

境
の
改
善
、
農
業
生
産

活
動
の
維
持
を
は
か
り

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
町

内
外
に
広
く
周
知
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
普
及
推
進

を
は
か
り
、
大
山
町
を
応
援

し
て
い
た
だ
く
寄
附
者
の
増

加
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
全
国
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
寄
附
は
、
自
然
環
境
の

保
護
や
地
域
福
祉
の
向
上
、

教
育
の
振
興
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

令和３年度当初予算の主な事業

橋梁長寿命化修繕事業
２億４３００万円

中山間地域等直接支払推進事業
１億７００６万円

多面的機能支払交付金事業
１億２８６９万円

ふるさと応援基金事業
３億５０６６万円

所
子
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
保
存
事
業

３
６
８
０
万
円

子
ど
も
の
予
防
接
種
事
業

３
５
４
８
万
円

大
山
ひ
め
ぼ
た
る
保
育
園

２
３
５
１
万
円
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令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
を
令
和

３
年
３
月
31
日
現
在
の
人
口
で
割
る
と
、
町
民

１
人
あ
た
り
62
万
１
９
１
９
円
と
な
り
ま
す
。

　
お
預
か
り
し
た
税
金
な
ど
を
大
切
に
使
っ
て

い
き
ま
す
。

特別会計
土地取得特別会計 14万円 宅地造成事業特別会計 2529万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1151万円 索道事業特別会計 2760万円

開拓専用水道特別会計 969万円 中山財産区特別会計 812万円

国民健康保険特別会計 22億596万円 上中山財産区特別会計 635万円

国民健康保険診療所特別会計 3億3208万円 下中山財産区特別会計 292万円

後期高齢者医療特別会計 2億3019万円 逢坂財産区特別会計 82万円

介護保険特別会計 22億8656万円 企業会計（水道事業）
農業集落排水事業特別会計 4億5391万円 ３条収益的収入 3億1048万円

公共下水道事業特別会計 4億371万円 ３条収益的支出 2億9616万円

風力発電事業特別会計 3954万円 ４条資本的収入 3億3881万円

温泉事業特別会計 502万円 ４条資本的支出 4億2992万円

町民１人あたり

62万1919円

消防費
1万8264円

教育費
5万4353円

公債費
8万6706円

農林水産業費
7万5323円

商工費
1万987円

土木費
5万6833円

総務費
9万7335円

民生費
17万1401円

衛生費
4万3705円

令和３年度　当初予算

令和３年度当初予算の詳しい概要については、町のホームページで見ることができます。
https://www.daisen.jp/
問　財務課 0859－54－5200
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まちの話題

　
町
の
進
め
る
地
方
創
生
事
業
に
活
用
し

て
ほ
し
い
と
、
米
子
市
に
本
社
の
あ
る
電

力
小
売
・
卸
売
事
業
者
の
ロ
ー
カ
ル
エ
ナ

ジ
ー
株
式
会
社
様
か
ら
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
3
月
17
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
ロ
ー

カ
ル
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
の
加
藤
代
表
取

締
役
は
「
持
続
可
能
な
社
会
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
は
、
わ
が
社
の
理
念
に

も
合
致
し
て
お
り
、
支
援
で
き
れ
ば
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
、第
2
期
総
合
戦
略
「
ひ
と・

く
ら
し
・
し
ご
と
創
生
実
施
事
業
」
の
全

体
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
に
活
用
し
、

町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
の
基
礎
調
査
・

職
員
向
け
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
修
・
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

～
地
方
創
生
事
業
に
活
用
を
～

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
昨
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
Ｊ

Ｒ
下
市
駅
南
側
の
整
備
が
終
わ
り
、
ホ
ー

ム
へ
の
出
入
り
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
車
の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
自

転
車
で
の
利
用
は
で
き
ま
す
。
利
用
さ
れ

る
時
は
入
り
口
の
水
路
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

問　
財
務
課

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
０

Ｊ
Ｒ
下
市
駅

南
側
進
入
路
が完成

し
ま
し
た

　
昨
年
9
月
、
大
山
寺
エ
リ
ア
「
安
心
観

光
・
飲
食
エ
リ
ア
」
宣
言
後
、
10
月
10
日

か
ら
３
月
14
日
ま
で
の
間
、「
安
心
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
安
心
し
て
観
光
や
飲
食
を
満

喫
し
て
い
た
だ
け
る
大
山
寺
周
辺
の
「
安

心
観
光
・
飲
食
エ
リ
ア
」
登
録
店
舗
で
、

一
定
額
以
上
の
宿
泊
や
買
い
物
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
応
募
券
を
配
布
し
、
応
募

す
る
と
抽
選
で
大
山
町
特
産
品
が
当
た
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
抽
選
は
、
大
山
町
長
・
大
山
観
光
局
足

立
代
表
理
事
・
大
山
旅
館
組
合
山
根
組
合

長
の
３
名
に
よ
り
、
１
月
と
３
月
の
２
回

に
分
け
て
行
わ
れ
、
応
募
総
数
約
２
万
３

千
件
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
30
名
の
方
に
大

山
町
の
特
産
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
新
緑
ま
ぶ
し
い
大

山
へ
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

「
安
心
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

抽
選
会
を
実
施
し
ま
し
た

　
2
月
26
日
、
松
河
原
の
逢
坂
八
幡
神
社

で
今
年
の
農
水
産
物
の
出
来
を
占
う
管
粥

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
殿

横
に
し
め
縄
を
張
り
巡
ら
せ
、
そ
の
中
心

で
鍋
の
水
を
沸
騰
さ
せ
、
そ
こ
に
24
本
の

竹
筒
と
米
を
入
れ
煮
詰
め
ま
す
。そ
の
後
、

あ
ら
か
じ
め
農
作
物
の
名
が
刻
し
て
あ
る

竹
筒
を
割
り
、
筒
の
中
に
詰
ま
っ
た
粥
の

量
で
そ
の
年
の
農
作
物
の
出
来
を
判
定
す

る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
全
般
を
占
う
「
大
年
」、
特

産
品
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
白
ネ
ギ
が

10
分
、
梨
が
７
分
と
な
り
ま
し
た
。
高
見

英
毅
総
代
表
は
、「
過
去
に
な
い
く
ら
い

良
い
結
果
に
な
り
、
今
年
は
希
望
が
持
て

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
中
期
か
ら

２
７
０
年
以
上
続
く
管
粥

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲竹筒を割り判定する太田禰宜（左）と�
結果を記入する高見総代表（右）　　

▲ローカルエナジー株式会社の�
加藤代表取締役（左）　　　

▲

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
下
市
駅

▲たくさんの応募の中から厳正�
なる抽選を行いました　　
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▼御来屋漁港の新スポット！ぜひお越しください

【
津
波
の
高
さ
表
示
看
板
設
置
】

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し

た
。
津
波
に
よ
り
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た

こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
心
に
残
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
海
岸
に
面
し
て

い
る
御
来
屋
地
区
も
、
津
波
に
対
す
る
防

災
意
識
を
常
日
頃
か
ら
意
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
支
え
合
い
の
ま
ち
御
来
屋
で
は
、
こ
れ

ま
で
防
災
に
つ
い
て
御
来
屋
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
取
り
組
み
と
し

て
、
防
災
訓
練
や
講
演
会
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
津
波
に
つ
い
て
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
考
に
学
び
ま
し
た

が
、
実
際
に
津
波
の
高
さ
が
ど
れ
く
ら
い

か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
最
大

津
波
高
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
高
さ
の

所
に
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
最
大
津
波
高
は
、
あ
く
ま
で
も
想
定
で

は
あ
り
ま
す
が
、
7.4
Ｍ
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
誰
も
が
津
波
災
害
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
よ
う
に
と
看
板
を
御
来
屋
４

区
の
鳥
銀
Ａ
Ｔ
Ｍ
前
の
電
柱
、
11
区
公
民

館
前
の
電
柱
、
名
和
川
鉄
橋
近
く
の
国
道

法の
り

面め
ん

の
計
３
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
御
来
屋
の
皆
さ
ん
が

こ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
津
波
を
始
め

と
す
る
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識
の
啓
発

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
み
ん
な
の
壁
画
＠
御
来
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
完
成
お
披
露
目
会
】

　
昨
年
11
月
15
日
（
日
）
御
来
屋
漁
港
の

堤
防
に
設
置
し
た
壁
画
の
お
披
露
目
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
壁
画
は
、『
み
ん
な
の
壁
画
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
と
称
し
て
、
名
和
小
の
児
童

と
名
和
中
の
生
徒
の
原
画
構
想
を
も
と

に
、
大
山
町
在
住
の
画
家　
朝
倉
弘
平
さ

ん
が
下
絵
を
構
成
・
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し

た
。
延
べ
２
０
０
人
以
上
の
参
加
が
あ
っ

た
ペ
イ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
こ
れ
に

色
塗
り
を
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
で

す
。
お
披
露
目
会
当
日
は
、
壁
画
の
除
幕

協働のまちづくり　地域自主組織の活動を紹介します

地
域
自
主
組
織
『
支
え
合
い
の
ま
ち
御
来
屋
』

で
き
る
こ
と
を
ひ
と
つ
ず
つ
か
た
ち
に

と
同
時
に
会
場
内
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
の
余
興
と

し
て
、
名
和
小
唄
同
好
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
歌
と
踊
り
の
披
露
も
あ
り
、
来
場
者
の

皆
さ
ん
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
後
日
、新
聞
・
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
、

多
方
面
か
ら
反
響
を
い
た
だ
い
て
い
ま

▲除幕式の様子

問　
支
え
合
い
の
ま
ち
御
来
屋
事
務
局

　
　
　
（
御
来
屋
漁
村
セ
ン
タ
ー
）

　

０
９
０
‐
７
１
３
９
‐
１
７
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
黒
）

　

sasaeai.m
ikuriya@

gm
ail.com

す
。
近
く
に
お
寄
り
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
御

来
屋
漁
港
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
対
策
は
必
要
で
す

が
、
今
年
も
明
る
く
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
お
休
み
）

の
午
前
中
は
、
支
え
合
い
の
ま
ち
御
来
屋

の
拠
点
施
設
で
あ
る
『
御
来
屋
漁
村
セ
ン

タ
ー
』を
開
放
し
、お
茶
会
と
ヨ
ガ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

色
々
な
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
ヨ

ガ
は
10
時
か
ら
30
分
程
度
の
短
時
間
で
す

の
で
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
み
ん
な
で

体
を
動
か
し
、
気
持
ち
よ
く
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
？

　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
持
参
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の

た
め
３
密
を
避
け
な
が
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
マ
ス
ク
着
用
の
上
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

※
申
し
込
み
・
参
加
料
は
不
要
で
す
。

▲

最
大
津
波
の
高
さ
表
示
看
板（
鳥
銀
Ａ
Ｔ
Ｍ
前
）
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今
年
２
月
の
「
中
山
公
民
館
ま
つ
り
」

で
も
、
組
織
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
「
伯
耆
の
白
う
さ
ぎ
煎
餅
」
の
販
売
を

行
い
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

【
地
域
を
考
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
】

　
き
ば
ら
い
や
上
中
山
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
が
十
分
に
行
え
な
い
中
、
こ
れ
を

ひ
と
つ
の
機
会
と
と
ら
え
、
こ
れ
ま
で
の

自
主
組
織
の
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

上
中
山
地
区
の
皆
さ
ん
の
地
域
活
性
化
に

向
け
て
の
希
望
や
思
い
を
共
有
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
昨
年
11
月
、
上
中
山
地
区
に
住

む
10
歳
以
上
の
方
全
員
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
約
６
割
の
回

答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
は
、
自
然
豊
か
で
な
じ
み
の
あ
る
地

域
に
住
ん
で
い
る
幸
福
感
を
感
じ
つ
つ
も
、

交
通
の
不
便
さ
等
の
不
安
も
は
っ
き
り
と

感
じ
取
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
今
後
の
活
動

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
伯
耆
の
白
う
さ
ぎ
煎
餅
】

　

拠
点
施
設
で
あ
る
「
学
び
の
里
甲
川
」

の
近
く
に
あ
る
中
山
神
社
の
一
角
に
、『
神

話
・
伯
耆
の
白
う
さ
ぎ
』
に
登
場
す
る
白

う
さ
ぎ
が
祭
ら
れ
て
い
る
「
鷺
宮
（
さ
ぎ

の
み
や
）
神
社
」
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に

語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
の
神
話
を
多
く
の

協働のまちづくり　地域自主組織の活動を紹介します

地
域
自
主
組
織
『
き
ば
ら
い
や
上
中
山
』

令
和
２
年
度
を
振
り
返
っ
て

【
も
っ
た
い
な
い
セ
ー
ル
】

　
１
月
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
寒
さ
を

起
因
と
し
て
、
つ
い
つ
い
自
宅
に
こ
も
り

が
ち
に
な
る
方
の
外
出
の
き
っ
か
け
作
り

に
な
れ
ば
と
、『
も
っ
た
い
な
い
セ
ー
ル
』

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
普
段
は
農
作
業

で
忙
し
い
地
域
の
皆
さ
ん
で
す
が
、
冬
場

の
農
閑
期
に
、
ゆ
っ
く
り
と
「
学
び
の
里

甲
川
」
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
品
を
持
ち
寄
っ
て

の
フ
リ
マ
形
式
で
、
洋
服
や
食
器
な
ど
の

他
に
、
毎
週
木
曜
に
活
動
し
て
い
る
「
わ

た
ぼ
う
し
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
が
作
成
し
た
布
や
糸
を
使
っ
た
作
品

や
「
星
空
舞
」
の
新
米
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
苗
木
も
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

は
発
売
を
始
め
た
ば
か
り
の
「
伯
耆
の
白

う
さ
ぎ
煎
餅
」
も
店
先
に
並
べ
ら
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
寒
波
到
来
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
ボ
ッ
チ
ャ
ゲ
ー
ム
】

　
「
か
ふ
ぇ
」
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
毎
週

木
曜
日
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

交
流
と
フ
レ
イ
ル
予
防
を
目
的
に
、
東
京

２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
に
も

採
用
さ
れ
た『
ボ
ッ
チ
ャ
ゲ
ー
ム
』を
行
っ

て
い
ま
す
。
ボ
ッ
チ
ャ
は
誰
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
一
人

で
も
、
お
友
達
と
ご
一
緒
で
も
…
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、『
伯
耆

の
白
う
さ
ぎ
煎
餅
』
を
企
画
し
、
昨
年
12

月
よ
り
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
大
山
チ
ャ

ン
ネ
ル
や
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
上
中
山
地
区
出
身
の

方
が
「
記
事
を
読
ん
で
、
懐
か
し
い
気
持

ち
に
な
っ
て
…
」
と
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
よ
り

訪
ね
て
来
ら
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
煎

餅
は
気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

２
枚
入
り
と
５
枚
入
り
の
二
種
類
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
上
半
期
に
環
境
整
備
事
業

と
し
て「
草
刈
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」と
、

夏
休
み
の
「English D

ay C
am

p in 

学
び
の
里
甲
川
」な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
秋
に
は
昨
年
行
う
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
「
蟻
の
大
山
参
り
」
や
「
甲
川

ま
つ
り
」
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

▲好評発売中『伯耆の白うさぎ煎餅』

▲「ボッチャ」どんなゲームか体験してみてください

問　
き
ば
ら
い
や
上
中
山

　
　

０
８
５
８
‐
58
‐
４
８
８
８

　
　
　
　
　
　
　
（
火
・
木
・
土
の
午
後
）
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きょういく通信
大山町教育委員会事務局
0859‐54‐5211

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

▲新しい園の完成を祝いテープカット

　
役
場
大
山
支
所
敷
地
内
に
、0
歳
児（
生

後
６
か
月
）
か
ら
２
歳
児
を
対
象
と
し
た

小
規
模
保
育
所
「
大
山
ひ
め
ぼ
た
る
保
育

園
」（
定
員
19
人
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
３
月
23
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
工
事

関
係
者
や
園
名
考
案
者
の
谷
岡
文
子
さ
ん

ら
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
園

舎
前
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
際
は
、
大
山

き
ゃ
ら
ぼ
く
保
育
園
の
園
児
た
ち
も
駆
け

つ
け
、
新
し
い
保
育
園
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

　

園
名
の
「
大
山
ひ
め
ぼ
た
る
保
育
園
」

に
は
、
大
山
に
生
息
す
る
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の

幼
虫
が
キ
ャ
ラ
ボ
ク
の
根
元
で
成
長
し
、

や
が
て
光
を
放
つ
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
周
り
を
明
る
く
照

ら
す
存
在
に
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
少
人
数
の
低
年
齢
児
を
対
象
と
し
た
小

規
模
保
育
所
の
特
性
を
活
か
し
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
成

長
に
合
わ
せ
た
保
育
を
行
い
ま
す
。

「
大
山
ひ
め
ぼ
た
る
保
育
園
」
開
園

　
建
築
主
体
工
事
を
請
け
負
っ
た
松
岡
建

設 

有
限
会
社
（
前
野
祐
哉 

代
表
）
様
か

ら
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
１
台
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

病児保育・病後児保育・一時保育の制度を４月から一部変更しました

問　幼児・学校教育課　幼児教育室　 0859－54－5219　

≪病児保育≫
　◆対象児童の範囲が拡大

≪病後児保育≫
　◆対象児童の範囲が拡大

≪一時保育≫
　　◆次のいずれかに該当する児童が対象になります。
　　　1．町内に住所を有し、保育所等に在籍していない児童
　　　2．�保護者の里帰り出産のために一時的に町内に滞在する児童（保育所等に在籍している児童も対象

です。）※利用期間は、出産予定日から起算して8週前の日から、出産日から起算して8週後の日
までです。

　生後６週から小学校６年生まで
　（保育所等に入所していない児童も利用可）

　保育所等に入所していない児童も利用可

　生後６週から小学校３年生まで
　（保育所に入所している児童）

　保育所等に入所している児童

➡

➡
保
育
に
役
立
て
て

＜変更後＞

＜変更後＞

＜変更前＞

＜変更前＞
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きょういく通信

　
町
内
の
小
・
中
学
生
に
一
人
一
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
文
部
科
学
省
が
推
進
し
て
い
る
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　
本
町
で
は
、
児
童
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
日
常
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
個
に
合
わ
せ
た
学
び
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
情
報
モ
ラ
ル
や
活
用
の
決

ま
り
を
守
り
な
が
ら
、
活
用
し
て
い
け
る

よ
う
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
小
学
校
３・
４
年
生
が
社
会
科
の

時
間
に
活
用
し
て
い
る
学
習
教
材
「
わ
た

し
た
ち
の
大
山
町
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
町
内
の
方
々
に
実
際
に
登
場
し

て
も
ら
い
、
働
い
て
い
る
方
の
顔
が
見
え

る
作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
い
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
と
は
、
小
中
学

生
の
安
全
の
た
め
、
登
下
校
時
に
通
学
路

周
辺
で
見
守
り
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
隊
員
で
す
。

◆
活
動
内
容

　
・
小
中
学
生
の
横
断
を
見
守
る

　
・�

通
学
時
間
帯
に
散
歩
や
農
作
業
し
な

が
ら
見
守
る

　

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ロ
ゴ
入
り

ジ
ャ
ン
パ
ー
・
ベ
ス
ト
・
帽
子
を
支
給
し

ま
す
。登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

小・中
学
校
に一人一台

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
し
た

ふ
る
さ
と
学
習
教
材

「
わ
た
し
た
ち
の
大
山
町
」

小
学
校
３・４
年
編
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

「
子
ど
も
見
守
り
隊
」

隊
員
を
募
集
し
ま
す　

令
和
４
年
成
人
式
を
１
月
３
日
に
行
い
ま
す

◆
日
時

　
令
和
４
年
１
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
開
式

◆
場
所

　
名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在

住
者
及
び
町
内
中
学
校
卒
業
者

※
対
象
の
方
に
は
10
月
頃
に
案
内
を
し
ま

す
。

※
町
内
に
在
住
し
た
こ
と
が
あ
り
、
現
在

町
外
在
住
者
の
方
で
大
山
町
で
の
成
人
式

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社
会
教
育
課
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

講
じ
て
実
施
し
ま
す
。
対
策
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
ご
案
内
の
時
に
詳
し
く
お
伝
え

し
ま
す
。
ま
た
、
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ

て
は
や
む
を
得
ず
日
程
の
変
更
や
中
止
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
内
容
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災

無
線
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
よ
り
思
い
出
深

い
も
の
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
成
人
式
に
関
わ
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問　
社
会
教
育
課　
生
涯
学
習
室

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

　
　

�syougaigakusyu@
tow

n.
daisen.lg.jp

成
人
式
実
行
委
員
募
集

▲令和３年成人式実行委員のみなさん

問　
幼
児
・
学
校
教
育
課　
学
校
教
育
室

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
１

▲リニューアルした「わたしたちの大山町」
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きょういく通信
　
大
山
町
に
あ
る
歴
史
・
文
化
・
産
業
・

自
然
な
ど
を
未
来
に
伝
え
る
た
め
、
た
く

さ
ん
の
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
魅
力

と
可
能
性
を
伝
え
て
い
く
講
座
で
す
。

　
年
6
回
、
大
山
・
名
和
・
中
山
公
民
館

主
催
で
2
回
ず
つ
行
う
予
定
で
す
。
活
動

内
容
及
び
、
今
度
の
予
定
な
ど
を
広
報
だ

い
せ
ん
で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

『
大
山
町
ま
る
ご
と
講
座
』と
は

第
１
回 

大
山
町
ま
る
ご
と
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
和
公
民
館
）

　
今
年
度
第
１
回
目
は
、
御
来
屋
漁
港
で

獲
れ
る
新
鮮
な
魚
を
美
味
し
く
加
工
す
る

「
ア
ジ
と
カ
レ
イ
の
干
物
づ
く
り
」
に
挑

戦
し
ま
す
。

　
講
師
に
お
魚
セ
ン
タ
ー
み
く
り
や
の
角す

み

尚ひ
さ

諭と
し

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
プ
ロ
が
作
る

干
物
の
〝
コ
ツ
〟
を
伝
授
し
ま
す
。

◆
日
時　
５
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所　
漁
村
セ
ン
タ
ー
御
来
屋

◆
参
加
費　
一
人 

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
材
料
費
含
む
）

◆
定
員　
12
名

◆
申
込
締
切　
５
月
13
日
（
木
）

◆
申
込
・
問
合
せ
先　
名
和
公
民
館

　

０
８
５
９
‐
54
‐
２
６
８
８

令和２年度中山公民館主催大山町まるごと講座（第５，６回）を行いました

　
２
月
27
日
、生
活
想
像
館
を
会
場
に
、

中
山
ゆ
か
り
の
音
楽
家
５
組
が
、
オ
カ

リ
ナ
・
ホ
ル
ン
・
フ
ル
ー
ト
・
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ボ
エ
の
温
か
く
て
華
麗

な
演
奏
を
披
露
し
、
85
名
の
参
加
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
楽
器
の
特
徴
や
日
ご
ろ
の
活
動
状
況

の
紹
介
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
演
奏
に

は
、
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
の
感
動
の
言

葉
も
多
く
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
癒

し
の
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　
悪
天
候
で
順
延
し
た
「
岩
井
垣
城
跡

を
歩
く
」
が
３
月
14
日
に
行
わ
れ
、
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
ル
ー
ト
を
注
意
深
く
歩

き
、
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
城
の
護
り

を
目
の
当
り
に
す
る
と
と
も
に
、
要
所

で
の
解
説
に
聞
き
入
り
な
が
ら
２
時
間

の
道
程
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
『
こ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
こ
ん
な

大
規
模
な
城
跡
が
こ
ん
な
に
し
っ
か
り

残
さ
れ
て
い
る
な
ん
て
‼
』『
こ
の
道
は

こ
こ
に
出
て
く
る
ん
だ
』
と
参
加
者
か

ら
様
々
な
感
想
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

▲渡邉芳恵さんの伴奏によるフルート演奏

▲アンコールは即席の６重奏

▲静かに佇む箆津豊後守敦忠の墓を訪ねて

▲ここが大手門跡です

第
６
回
『
岩
井
垣
城
跡
を
歩
く
』

第
５
回
『
な
か
や
ま
音
楽
祭

mini
』

『
御
来
屋
の
魚

魅
力
追
究
』
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きょういく通信

　
図
書
館
で
は
、
毎
年
、
約
４
千
冊
の
図

書
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
週
に
１
回
、
図

書
館
本
館
・
名
和
分
館
・
大
山
分
館
の
担

当
司
書
が
集
ま
っ
て
選
書
会
議
を
行
い
、

次
の
週
に
ど
の
本
を
発
注
す
る
の
か
を
決

定
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
選
書
を
し
て
い
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

・
出
版
社
の
新
刊
カ
タ
ロ
グ
や
取
次
会
社

発
行
の
週
間
新
刊
リ
ス
ト
か
ら
。

・
書
店
や
出
版
社
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
見

計
ら
い
の
本
を
直
接
手
に
取
る
。

・
書
店
へ
直
接
行
く
。

・
県
立
図
書
館
か
ら
選
定
用
の
本
を
借
り

る
。

・
利
用
者
の
方
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
の

あ
っ
た
本
に
つ
い
て
検
討
。

購
入
リ
ク
エ
ス
ト
が
で
き
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

　

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
、「
リ
ク
エ

ス
ト
・
予
約
申
し
込
み
用
紙
」
が
あ
り
ま

す
。
図
書
館
に
所
蔵
が
な
い
場
合
は
、
購

入
を
検
討
し
ま
す
の
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
新
し
い

図
書
が
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
ぜ

ひ
お
気
に
入
り
の
一
冊
を
見
つ
け
て
く
だ

さ
い
。 図

書
館
利
用
の
ス
ス
メ

　
そ
の
⑩

　
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
公
民
館
ま
つ
り

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

対
策
を
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　
3
月
6
日
と
7
日
、
大
山
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
大
山
さ
ん
サ
ン
フ
ェ
ス
タ

が
行
わ
れ
、
大
山
診
療
所
で
所
長
を
務
め

ら
れ
た
朴
先
生
の
「
よ
も
や
ま
話
」
を
地

域
の
人
た
ち
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
後
任
の
井
上
先
生
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

3
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
の
７
日
間
、

こ
う
れ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で

こ
う
れ
い
ふ
る
さ
と
祭
り
が
行
わ
れ
、色
々

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、
久
し
ぶ
り
の
出

会
い
に
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　
２
月
27
日
と
28
日
、
中
山
生
活
想
像
館

で
な
か
や
ま
公
民
館
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
な
ど
の
展
示

や
、
バ
ザ
ー
、
マ
ジ
ッ
ク
同
好
会
・
箏
教

室
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
練
習
の
成
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

※
名
和
公
民
館
ま
つ
り
は
、
６
月
20
日

（
日
）
に
名
和
公
民
館
で
行
う
予
定
で
す
。

問　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
室

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

▲

朴
先
生
２
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

腕振り健康体操 ◀

◀様々な作品が�
　展示されました

▲箏教室による華麗な演奏▲ダイナミックなパッチワーク作品

各
地
区
で
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た



14令和 3年 5月号

書店員と二つの罪／碧野 圭
もろびとの空／天野 純希
天使と悪魔のシネマ／小野寺 史宜
飛び立つ君の背を見上げる／武田 綾乃
刑事の枷／堂場 瞬一
公孫龍①／宮城谷 昌光
アンブレイカブル／柳 広司

ただいま収蔵品整理中！／鷹取 ゆう
「すぐ動ける人」の週１ノート術／大平 信孝
命がけの証言／清水 ともみ
「血管にいい習慣」を選びなさい！／池谷 敏郎

「がもよんモデル」の秘密／和田 欣也
ダーリンの進化論／高嶋 ちさ子

気温が１度上がると、どうなるの？／K.S.シュライバー
防災にも役立つ！川のしくみ／川上 真哉
キューティー・キューピー・キューピッド／小松原 宏子
風神風鈴物語／夏也 園子
名探偵マリエラ ぎわくのカップケーキ
／ケイト パンクハースト
ひびけわたしのうたごえ／カロライン ウッドワード

ゆたかさのしてん／木田 悟史

児童書・絵本

一般・文学

その他

令和２年度・貸出ベスト５!!

町立図書館本館　 0858－49－3010
名和分館　　　　 0859－54－2688
大山分館　　　　 0859－53－3003

図書の紹介 ～新しい本の一部を紹介します～

大山町立図書館発

うるおい通信
大山町立図書館発

うるおい通信

No.192

５月の図書館
9日（日）10：00～10：30
　　おはなし図書館（本館）
※�コロナウイルス感染症の拡大状況によって�
中止となる場合がございます。

郷　土

令和２年度の貸出が多かった本です。
好きな本はベスト５に入っていますか？
気になる本、読んでみたい本があれば、
ぜひお手に取ってご覧ください。

●絵本
書　　名 著者名（出版社）

1 バムとケロのもりのこや 島田ゆか（文溪堂）
2 たたたんたたたん 内田麟太郎（童心社）
3 くるまはこびます 小風さち（福音館書店）
4 あかちゃんとわらべうた
であそびましょ！

さいとうしのぶ
（のら書店）

5 うどんできた！ 加藤休ミ（福音館書店）

●児童
書　　名 著者名（出版社） ジャンル

1 がっこうのおばけずか
ん　シリーズ

斉藤洋
（講談社）

文学

2 ざんねんないきもの事
典　シリーズ

今泉忠明
（高橋書店）

動物

3 サバイバル　シリーズ ゴムドリ co.
（朝日新聞出版）

マンガ

4 日本のこと 森崎達也
（旺文社）

社会

5 ふしぎ駄菓子屋銭天堂
シリーズ

廣嶋玲子
（偕成社）

文学

●文学（一般）
書　　名 著者名（出版社）

1 クスノキの番人 東野圭吾（実業之日本社）
2 危険なビーナス 東野圭吾（講談社）
3 暴虎の牙 柚月裕子（KADOKAWA）
4 きたきた捕物帖 宮部みゆき（PHP研究所）
逆ソクラテス 伊坂幸太郎（集英社）

5 少年と犬 馳星周（文藝春秋）●一般（文学以外）
書　　名 著者名（出版社） ジャンル

1 ぼくはイエローでホ
ワイトで、ちょっと
ブルー

ブレイディみかこ
（新潮社）

教育

2 名探偵コナン 青山剛昌（小学館）マンガ
3 魔法のてぬきおやつ てぬキッチン

（ワニブックス）
料理

4 おかあさんライフ たかぎなおこ
（KADOKAWA）

育児

5 自然散策が楽しくな
る！草花・雑草図鑑

山田隆彦
（池田書店）

植物

※その他の本についてはホームページをご覧ください。
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人権のつぼ　No.190 大山町人権交流センター　茶畑 1077‐3
0859‐54‐2286　 0859‐54‐2413

憲
法
記
念
日
と
憲
法
週
間

　
昭
和
22
年
５
月
３
日
に
日
本
国
憲
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
３
日
を
憲

法
記
念
日
、
５
月
１
日
か
ら
７
日
を
憲

法
週
間
と
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
、
憲
法
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
憲
法
は
私
た
ち
が
幸
せ
に
生
き
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
こ
の

憲
法
週
間
を
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
憲

法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
暮
ら
し
の
中
の
憲
法　
三
つ
の
柱
』

　
日
本
国
憲
法
は
国
の
在
り
方
や
仕
組

み
を
定
め
て
い
る
も
の
で
、
私
た
ち
の

日
々
の
暮
ら
し
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
憲
法
の
三
つ
の
柱
で
あ
る
、

「
国
民
主
権
」「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」

「
平
和
主
義
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
国
民
主
権
」

国
の
政
治
の
在
り
方
を
決
め
る
力
は
国

民
に
あ
り
、
国
民
こ
そ
が
政
治
の
主
人

公
で
あ
る
と
い
の
が
国
民
主
権
の
考
え

方
で
す
。
国
民
の
代
表
と
し
て
選
挙
で

選
ば
れ
た
国
会
議
員
が
国
の
政
治
を
行

う
こ
と
は
、
主
権
が
国
民
に
あ
る
こ
と

の
表
れ
で
す
。
私
た
ち
は
、
選
挙
を
通

じ
て
国
政
に
対
す
る
意
思
を
表
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
大
切
な
一
人
一
人

の
一
票
が
、
よ
り
良
い
日
本
の
政
治
に

つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」

私
た
ち
が
人
間
ら
し
く
生
活
し
て
い
く

た
め
に
、
す
べ
て
の
人
が
当
然
に
持
っ

て
い
る
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の

権
利
が
基
本
的
人
権
で
す
。
た
だ
し
、

そ
れ
は
好
き
勝
手
に
振
舞
っ
て
い
い
と

こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の
権
利
を
守
る

た
め
に
は
、
他
人
の
権
利
も
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
何

気
な
く
過
ご
し
て
い
る
日

常
の
中
に
も
様
々
な
人
権

問
題
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
感
染
差
別
、
障
が
い
の

あ
る
人
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
、在
日
外
国
人
な
ど
、

差
別
を
さ
れ
た
り
平
等
に

扱
っ
て
も
ら
え
な
い
な
ど

の
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
人
は
、
決
し
て
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間

は
誰
で
も
等
し
く
尊
重
さ

れ
平
等
で
す
。

「
平
和
主
義
」

人
類
は
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
の
惨

禍
を
経
験
し
、
平
和
の
尊
さ
や
命
の
尊

さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
な
く

し
て
は
基
本
的
人
権
の
保
障
は
あ
り
え

ま
せ
ん
。
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で

す
。
し
か
し
、
今
な
お
世
界
の
各
地
で

戦
争
や
紛
争
が
続
い
て
お
り
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
や
弱
い
立
場
の
人
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
子
ど

も
た
ち
に
平
和
で
人
権
の
尊
重
さ
れ
た

社
会
を
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
憲
法
に
掲
げ
る
理
想
を
さ

ら
に
追
求
し
、
世
界
の
平
和
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
憲
法
は
、
人
種
・
信
条
・
性
別
・
社

会
的
身
分
・
門
地
等
に
よ
っ
て
差
別
さ

れ
な
い
と
す
る
法
の
下
の
平
等
や
、
思

想
及
び
良
心
の
自
由
、
信
教
の
自
由
、

学
問
の
自
由
、
生
存
権
、
教
育
を
受
け

る
自
由
、
勤
労
の
権
利
等
、
多
く
の
種

類
の
人
権
を
基
本
的
人
権
と
し
て
保
障

し
て
い
ま
す
。
人
権
と
は
、
誰
も
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権

利
で
あ
り
、
人
類
が
歴
史
の
中
で
築
い

て
き
た
財
産
で
す
。

　
国
で
は
、
平
成
28
年
に
差
別
解
消
の

た
め
の
三
つ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

障害者差別解消法
（平成２８年４月施行）

　障害のある人に対する不当な差別的取り扱い
を禁止し、行政機関や民間事業者に対して、合
理的配慮を提供することを義務付けています。

ヘイトスピーチ解消法
（平成２８年６月施行）

　「日本以外の国・地域の出身者かその子孫」
で国内に住む人に対して差別意識を助長・誘発
する目的で、生命や財産に危害を加えるように
告げ、地域社会からの排除をあおる言動を「不
当な差別的言動」と定義し、国や自治体に差別
の解消に取り組むよう求めています。

部落差別解消推進法
（平成２８年１２月施行）

　現在もなお部落差別が存在しており、その差
別の解消は我が国の課題であることが明記され
ています。情報化が進む中で、部落差別が新た
な状況下にあることを踏まえ、国・地方自治体
に差別の解消に向けた取り組みを推進するよう
求めています。

（法務省ホームページ、港区ホームページから）
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4
月
採
用
の
診
療
所
所
長
を

紹
介
し
ま
す

　
出
身
は
鳥
取
市
で
す
。
大
山
町
の
こ
と
を

あ
ま
り
知
ら
な
い
の
で
色
々
と
教
え
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

身
で
あ
り
ま
す
し
、
初
め
て
の
診
療
所
勤
務

で
不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
前
任
の
朴
大
昊
先
生
と
同
様
に
、
鳥
取
大

学
医
学
部
地
域
医
療
学
講
座
と
連
携
を
し
な

が
ら
、
地
域
医
療
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
山

町
に
勤
務
す
る
こ
と
は
初
め
て
で
す
の
で
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
み
な
さ
ま
の
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
直
営
の
３
診
療
所
で
、
４
月
開
始
予
定

だ
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
）
で
す
が
、
国
の
本

格
運
用
が
延
期
に
な
っ
た
た
め
、
開
始
は

今
秋
頃
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　

お　
知　
ら　
せ

大山町役場　４月採用の新人職員を紹介します
これからよろしくお願いします

吉
よし
田
だ
英
え
美
み

＜福祉介護課＞
吉
よし
田
だ
英
え
美
み

＜福祉介護課＞
木
き
村
むら
　舞

まい

＜税務課＞
木
き
村
むら
　舞

まい

＜税務課＞

森
もり
永
なが
遥
はる
香
か

＜社会教育課＞
森
もり
永
なが
遥
はる
香
か

＜社会教育課＞

加
か
藤
とう
まどか

＜大山きゃらぼく保育園＞
加
か
藤
とう
まどか

＜大山きゃらぼく保育園＞

出
いず も
雲千

ち
瑛
あき

＜名和さくらの丘保育園＞
出
いず も
雲千

ち
瑛
あき

＜名和さくらの丘保育園＞

宮
みや
本
もと
志
し
保
ほ

＜こども課＞
宮
みや
本
もと
志
し
保
ほ

＜こども課＞

中
なか
　功

こう
輝
き

＜農林水産課＞
中
なか
　功

こう
輝
き

＜農林水産課＞

松
まつ
田
だ
沙
さ
也
や
加
か

＜総務課＞
松
まつ
田
だ
沙
さ
也
や
加
か

＜総務課＞

名
和
診
療
所

津つ

だ

あ

ゆ

み

田
亜
由
美
所
長

大
山
診
療
所

井い
の
う
え
か
ず
お
き

上
和
興
所
長

赤
十
字
の
活
動
資
金
へ

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

上
場
株
式
等
の
所
得
に
つ
い
て

住
民
税
で
の
課
税
方
式
を 

選
択
で
き
ま
す

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。
日
本

赤
十
字
の
活
動
は
、
み
な
さ
ん
の
会
費
と

寄
付
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
会
費
並
び
に
会

員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
活
動
資
金
は
、
地

域
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ま
た
火

災
発
生
時
に
自
治
体
や
地
域
住
民
の
方
々

と
協
力
し
て
救
護
活
動
を
展
開
す
る
な

ど
、
地
域
と
密
接
な
関
わ
り
持
っ
た
活
動

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

問　
住
民
課

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

　
源
泉
徴
収
が
あ
る
特
定
口
座
で
の
上
場

株
式
等
の
譲
渡
所
得
お
よ
び
配
当
所
得
等

に
つ
い
て
、
住
民
税
と
所
得
税
で
異
な
る

課
税
方
式
（
源
泉
分
離
課
税
、総
合
課
税
、

申
告
分
離
課
税
）
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
届
く
ま
で
に
、
住
民
税

申
告
書
（
上
場
株
式
等
の
所
得
に
関
す
る

住
民
税
申
告
不
要
等
申
出
書
）
を
税
務
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
扶
養
控
除

等
の
判
定
、
保
険
税
（
料
）
等
に
影
響
が

出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　
税
務
課

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

ii
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ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

年
金
事
務
所
で
の
年
金
相
談・ 

手
続
き
を
行
う
際
は
電
話
で

事
前
予
約
を
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
申
請
を
本
庁
住
民
課
で

お
手
伝
い
し
ま
す

　
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ

る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま

で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
満

額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間

に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
国
民

年
金
の
任
意
加
入
は
、
申
し
出
の
日
か
ら

と
な
り
ま
す
。）

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料

の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
10
年
以
上

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た

だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
に
限
り
ま
す
。）

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を

持
つ
方
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
、
役
場
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
米
子
年
金
事
務
所

　
　

０
８
５
９
‐
34
‐
６
１
１
１

　
　
本
庁
住
民
課

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

　
日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務
所

で
は
、
年
金
相
談
等
の
「
事
前
予
約
」
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
待
ち
時
間
短
縮
の

た
め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
受

け
付
け
し
ま
す
。

◆
予
約
時
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

も
の
（
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
）
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

予
約
先　
全
国
共
通
予
約
専
用
番
号

　
　
　
　

０
５
７
０
‐
05
‐
４
８
９
０

　
　
　
　
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　

０
８
５
９
‐
34
‐
６
１
１
１

◆
持
参
す
る
も
の

・
本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許�

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
交
付
申
請
書（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、

新
し
い
も
の
を
発
行
し
ま
す
）

◆
場
所
と
時
間

　
本
庁
住
民
課

　
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問　
住
民
課

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

　町では可燃ごみの成分を見る、ごみ質試験を年に４回実施しています。その試験結果によると、可燃ごみ
の約55％は水分であることがわかります。生ごみの水切りをしっかりすることや、資源ごみで出す雑紙や
パンフレット等を可燃ごみで出さないようにきちんと分別することは可燃ごみの減量に大変有効なひと手間
です。
　町民１人１日当たりの可燃ごみの排出量は、近年増加傾向にあります。こうしたひと手間をしっかり行い、
可燃ごみの排出量を減らしましょう。

i

お　
知　
ら　
せ

可燃ごみの減量にご協力くださいi

問　住民課　 0859－54－5210

可燃分
42.8%水分

54.7%

可燃ごみの３成分
（重量比）

灰・不燃分
2.5%

１人１日当たりの可燃ごみの排出量
平成２８年度 ５１５．４ｇ
平成２９年度 ５２３．９ｇ
平成３０年度 ５２７．３ｇ
令和元年度 ５３７．８ｇ

＜令和２年度ごみ質試験結果＞
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　子育て家庭における経済的負担を軽減するため、
大山町内の自宅から公共交通機関を利用して高等学
校等に通学する生徒の保護者に対し、定期乗車券の
購入費用の一部を助成しています。
◆対象者　�町内に住所を有し、高等学校等に就学す

る生徒の保護者（同居している者に限る）
◆助成額　�購入された通学定期券の費用の1/2（月

額7,000円を超える場合は、7,000円を
超えた部分を全額上乗せ）

◆申請場所　�こども課（保健福祉センターなわ内）、
本庁住民課、各支所総合窓口室

◆必要なもの
・�大山町高等学校等通学定期乗車券購入補助金請求
書（様式第１号）
・学生証の写し又は在学証明書
・購入した定期乗車券の写し
・納税確認同意書
・印鑑
・�通帳など振込口座の分かるもの（口座の登録がな
い場合）

◆その他
　※�まとめて申請ができますが、定期券の写しが必要
ですので購入後に写しを保管してください。添付
がない場合は、助成を受けることができません。

　※�３年次の場合は在学期間中に申請してください。
対象期間は卒業式当日までとし、日割り計算して
助成します。

問　こども課　 0859－54－5205

　大山町では生後２か月を超え１歳になるまでの乳児
を家庭で保育する父母や祖父母に対し給付金を支給
します。支給対象者には要件があります。
　令和２年５月生まれ以降の乳幼児の保護者の方へ
４月下旬ごろに申請書類を郵送します。要件を確認の
上、対象の方は５月末日までに申請してください。
◆要件
　・�乳児及び申請者は大山町に住民登録していること
　・継続して１か月以上家庭で保育していること
　・育児休業給付金を受けていないこと
　・町税などの滞納がないこと
　・生活保護法による保護を受けていないこと
　・�祖父母の場合は、父母の勤務状況などが保育園
などの利用条件を満たしていること。

　　�ただし、父母が育児休業中または求職中の場合
を除く。

◆給付額　月額　30,000円
　　　　　�（7・10・1月及び4月にそれぞれ前月ま

での給付金を給付）
◆申請先
　こども課・本庁住民課・各支所総合窓口室

問　こども課　 0859－54－5205

　

お　
知　
ら　
せ

　海外では、ワクチンを接種したことを証明するカード等を所持していないと来店を拒否されたり、
逆に所持していると特典を付与するような事例が見られます。妊婦さんやアレルギー反応によって接
種したくてもできない方もいます。こうした　「接種済証」による区分は配慮に欠け、人々の分断や
忌避意識を助長し、差別に繋がる恐れがあり大変憂慮すべきものです。

　今後ワクチン接種が始まりますがウイルスを過度に恐れるあまり、他者を排除・攻撃してしまうこ
とがないよう、町民の皆さんのご協力とご配慮をお願いします。

　ワクチンを接種したからといって、新型コロナウイルスに全く感染しないわけではありません。引
き続き感染予防対策は「消毒の徹底」、「マスクの着用」、「３密対策」を行っていきましょう。

　観光、飲食、農林水産業、流通、介護施設など様々な分野で苦境がまだまだ続いています。
　医療機関では苦しい中、私たちのためにがんばってもらっています。ワクチンは接種すると、感染
リスクが低減するというデータもあります。接種した人、接種していない人、接種できない人も協力
し、支えあい助けあって皆が安心して暮らせる町を一緒に作っていきましょう。

令和3年5月　

　問　福祉介護課人権推進室　 0859－54－2286　

新型コロナワクチン予防接種済証による入場制限や
割引特典などは控えてください

高等学校等通学定期券購入費 
助成を行っていますi 家庭保育支援給付金の申請書を 

郵送しますi
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お　
知　
ら　
せ

平部落　にこにこ会（老人クラブ）の取り組みを紹介します

　令和２年11月から４回シリーズで平にこにこ会と大山町、鳥取県が合同でますます元気になるための教室
を実施しました。毎回、約15人の方の参加がありました。
　大山診療所の朴医師やサンライズ名和の加藤作業療
法士、福祉介護課の松原管理栄養士から、無理なく続
けられる体操や食生活についての講話と実技があり、
簡単に作れるレシピの紹介や、家でも簡単にできる運
動を一緒に行いました。
　教室に参加し、現在の心身の機能が改善された方が
21％、維持できた方が74％という良い結果がでました。

関心をお持ちの集落がありましたら、福祉介護課（ 0859－54－5207）までご連絡ください。

参加者の声（平にこにこ会会長　牧希
まれ
幸
ゆき
さん）

　目標に向かって頑張り、今まで以上に健康に関心を持つようになりました。医師やリハビリの先
生の話を聞いて次回までにこれを頑張ろうと思え、元気をもらうことができました。栄養士からレ
シピももらい、今後も生活するうえで役立つと思います。

鳥取県介護予防アドバイザー　小石真子 鳥取看護大学准教授より
　1年後の目標や毎日の食事、運動で健康づくりに取り組んでいることを「目標シート」に記入され、
実行されていました。目標を持ち、毎回続けることがフレイル状態を予防しますので、大山町の他
の地域にも普及していただきたいです。

握力測定 上半身と脳のトレーニング

ますます元気に
なるために！！

　いつまでも自分らしく暮らしていくために、フレイルの予防と改善が大切です。
　【フレイル】健常から要介護へ移行する中間の段階で、加齢により心身の機能障
害を起こしやすくなった状態を言います。

フレイルの主なチェック項目
□体重減少（半年で２～３㎏減少）
□�握力が弱い�
（ペットボトルが開けられない）
□�疲労感がある�
（わけもなく疲れた感じがある）
□�歩くのが遅い�
（同年代の人に比べて遅い）
□運動習慣がない
＊�該当項目が多い方はフレイルの�
可能性があります

フレイルとは 

能
力

加齢 

要支援・要介護にな
る可能性が高い状態

要支援・要介護状態

健康 
フレイル 
（虚弱） 心身機能障害 

適切な対応で元気
な状態に戻れる 
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お　
知　
ら　
せ

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

（
鳥
取
県
、
鳥
取
市
主
催
）

受
講
者
募
集

　
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
意

思
疎
通
支
援
を
行
う
要
約
筆
記
者
を
養
成

す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

◆
日
時　
５
月
27
日
～
11
月
11
日

　
　
　
　
（
お
お
む
ね
木
曜
日
、
全
21
回
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

◆
場
所

　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
他

◆
内
容

　
①
実
技

　
②
聴
覚
障
害
者
福
祉
等
の
講
義

　
※�

受
講
対
象
者
は
高
校
生
以
上
の
き
こ

え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
福
祉

に
理
解
と
熱
意
を
有
す
る
方
。

◆
コ
ー
ス

　
手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
（
定
員
各
コ
ー
ス
10
名
）

◆
受
講
料　
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◆
受
講
申
込
方
法

　
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

申
込
が
で
き
ま
す
。

◆
申
込
締
切　
５
月
21
日
（
金
）
必
着

◆
申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　
　

０
８
５
９
‐
30
‐
３
６
５
９

　
　

０
８
５
９
‐
30
‐
３
６
６
０

募

5
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
は

憲
法
週
間
で
す

　
本
年
5
月
3
日
の
憲
法
記
念
日
は
、
日

本
国
憲
法
施
行
か
ら
74
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
裁
判
所
で
は
、
裁
判
所
が
身
近
で
利
用

し
や
す
い
存
在
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
見
学
会
や
出
前
講
義
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問　
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所
米
子
支
部

　
　

０
８
５
９
‐
22
‐
２
２
０
５

i

役　　場
窓口業務  

公民館
大山・名和・

中山
町立図書館　　　

本館
名和クリーン

センター
診療所

（名和・大山・
大山口）

スマイル
大山号

４／29（木・祝） 休業 休館 休館 休業 休診 運休

４／30（金） 通常通り

通常通り

休館（蔵書点検） 通常通り 通常通り
運行

５／１（土）

休業

通常通り

休業

名和・大山 休診
大山口 通常通り

５／２（日）

休診 運休
５／３（月・祝）

休館 休館５／４（火・祝）

５／５（水・祝）

５／６（木）
通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り

５／７（金）
①�休業中は戸籍の受付を本庁の日直・宿直がしています。住民票など各種証明は、休業日の前日（４月２８
日または４月３０日）の１６時までに予約申込された方に、本庁で休日交付します（戸籍の証明は休日交
付できません）。
②ごみの収集日については、各家庭にお配りしています収集日程表をご覧ください。

総務省・経済産業省・都道府県・市町村からのお知らせです。

全国すべての事業所・企業が対象です。

活 動 調 査
日本経済の今がわかる「経済センサス・活動調査」がはじまります。

令和３年６月１日

連休中の役場業務は次のとおりですi
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お　
知　
ら　
せ

鳥取県西部広域行政管理組合からのお知らせですi

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

基
本
構
想
（
案
）
へ
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
で

は
、
西
部
圏
域
９
市
町
村
の
処
理
を
行
う

ご
み
処
理
施
設
を
集
約
し
、
令
和
14
年
度

を
稼
働
目
標
と
す
る
新
し
い
ご
み
処
理
施

設
を
整
備
す
る
た
め
、「
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
基
本
構
想
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、基
本
構
想
（
案
）

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
圏
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
５
月
17
日
（
月
）
～
６
月
15
日
（
火
）

◆
閲
覧
場
所

　

〇
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ご
み
処
理
施
設
整
備
課
窓
口
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
〇
大
山
町
役
場
住
民
課
、
各
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
先
・
意
見
提
出
先
】

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
ご
み
処

理
施
設
整
備
課

　

０
８
５
９
‐
22
‐
７
７
２
２

　

０
８
５
９
‐
56
‐
３
１
５
２

　

g-seibi@
tottori-seibukoiki.jp

募

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
再
生
工
房

で
は
、も
う
1
度
使
っ
て
も
ら

え
る
里
親
を
探
し
て
い
ま
す

　
搬
入
さ
れ
て
き
た
ご
み
の
中
か
ら
使
用

で
き
る
も
の
を
点
検
し
、
抽
選
に
よ
り
無

料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

抽
選
品
：
ミ
シ
ン
・
掃
除
機
・
炊
飯
器
な

ど
　
詳
し
く
は
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
　

０
８
５
９
‐
68
‐
４
０
７
１

　
　

０
８
５
９
‐
68
‐
４
５
８
４

※鳥取県西部広域行政管理組合は、鳥取県西部圏域の２市６町１村
により組織された団体で、主に消防事務や不燃物処理施設の管理運
営などを行っている特別地方公共団体です。
　令和３年２月組合議会定例会で、令和３年度一般会計予算が決ま
りました。予算額は47億5481万円で、昨年度の当初予算と比べて
5.3％の減となっています。

※　表中の決算額は万円単位で四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。
問　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課　 0859－22－7732

＜令和３年度　一般会計予算の概要＞

歳入区分 予算額
分担金及び負担金 43億1614万円
使用料及び手数料 4768万円
国庫支出金 2872万円
県支出金 3530万円
財産収入 30万円
繰入金 1億7594万円
繰越金 5054万円
諸収入 1億20万円
組合債 47億5481万円

合計 51億6,400万円

分担金及び負担金のうち、共同
処理事務に係る市町村負金は42
億9529円で、構成市町村の内訳
は次のとおりです。
米子市 24億7010万円
境港市 5億327万円
日吉津村 1億501万円
大山町 3億6192万円
南部町 2億5067万円
伯耆町 2億6141万円
日南町 1億4266万円
日野町 1億122万円
江府町 9904万円

歳出区分 予算額
議会費 111万円
総務費 1億8057万円
民生費 6640万円
衛生費 12億2161万円
消防費 27億5847万円
公債費 5億1666万円
予備費 1000万円
合計 47億5481万円

使用料及
び手数料
1.0%

国庫支出金
0.6%

県支出金
0.7%

財産収入
0.0%

繰入金
3.7%

諸収入
1.1%

組合債
2.1%

歳 入
議会費
0.0%

予備費
0.2%

総務費
3.8% 民生費

1.4%

衛生費衛生費
25.7%25.7%

消防費消防費
58.0%58.0%

公債費公債費
10.9%10.9%

歳 出

分担金及び負担金分担金及び負担金
90.8%90.8%



22令和 3年 5月号

＊お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。　大山町役場住民課　　　　 0859－54－5210（平日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県消費生活センター　 0859－34－2648（平日・土日）

消費生活相談窓口ですはい！

大山恵みの
里だより
  vol.152

　
道
の
駅
は
、
ご
当
地
大
山
町
の
食
の
情

報
発
信
基
地
と
し
て
町
内
外
か
ら
多
く
の

お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
５
月
２
日
（
日
）
に
は
、
道
の
駅
オ
ー

プ
ン
12
周
年
の
『
誕
生
祭
』
を
開
催
し
ま

す
。

　

店
頭
で
大
山
の
恵
み
を
お
届
け
し
た

く
、多
く
の
生
産
者
さ
ん
が
出
店
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
！
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
開
催
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
売
店
で
の
接
客
・
レ
ジ
業
務
等
、
厨
房

で
の
簡
単
な
調
理
・
接
客
等
、
若
干
名
。

シ
フ
ト
に
よ
り
１
日
４
～
６
時
間
、
月
間

75
～
１
１
０
時
間
程
度
の
勤
務
。（
社
会

保
険
な
し
）

※
定
員
充
足
次
第
〆
切
り
ま
す

　
詳
細
は
、
下
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　
か
ね
て
よ
り
出
荷
し
て
い
た
マ
ル
ナ
カ

下
中
野
店
・
マ
ス
カ
ッ
ト
店
に
加
え
、
高

屋
店
へ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
4
月
8
日
（
木
）
に
初
出
荷
し
、
毎
週

火
曜
日
・
木
曜
日
・
金
曜
日
の
3
回
配
送

し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
で
は
、「
大
山
の
野
菜
は
美
味
し

い
」
と
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
、
生
産

者
の
皆
さ
ん
の
自
慢
の
野
菜
・
果
物
を
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
配
送
便
が
到
着
す
る

の
を
今
か
今
か
と
お
待
ち
で
す
。

問　
大
山
恵
み
の
里
公
社 

本
部

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
６
６
０
０

　
　
道
の
駅
大
山
恵
み
の
里

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
６
０
３
０

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

道
の
駅
大
山
恵
み
の
里
へ

道
の
駅
売
店
ス
タ
ッ
フ
募
集

岡
山
県
へ
大
山
の
恵
み
出
荷
増
便
！

クレジットカード不正利用に注意！
＊適切なカード管理、毎月の利用明細の確認が必要です

クレジットカードの被害

え～、　　　
買ってない！

　【事例】
　クレジットカード会社から「利用代金が口座から引き落とせない」という連絡があった。心当たりが
ないので、請求している販売店に確認をとったところ、自分名義の購入履歴はないと言われた。

　【アドバイス】
●クレジットカードは適切な管理が必要です。心当たりがない請求があった場合、第三者による不正利
用のおそれも考えられます。
●利用明細は毎月必ず確認をしましょう。クレジットを利用した際の伝票や注文メールなども保管をし
ておき、請求時には突き合わせをしましょう（利用明細には店舗名と異なる記載になっていることも
あります）。
●自分に覚えがなくても、家族が了承なく利用した場合もあるので確認をしましょう。
●心当たりがない請求があった時は、直ちにカード会社に連絡をしましょう。

（国民生活センター：見守り新鮮情報より）　　　　　

　

お　
知　
ら　
せ

▲下中野店に並ぶ大山町産の品



町 の長

「余白に
  書かせて！」

「余白に
  書かせて！」

大山町長　竹口　大紀

23 令和 3年 5月号

［新番組放送時間］
（6:00/9:00/12:00/15:00/17:00/
18:00/20:00/21:00/24:00）

大山チャンネル113

＜PICK UP 大山＞
　（5/1～、5/11～、5/21～ 新番組スタート）
　大山町のニュース、地域の出来事、暮らしに役立つ情
報などをピックアップ。大山町の “いま” が見える話題
をお届けします。町民が主役のドキュメントコーナーや
町の歴史や知られざる魅力に迫る特集企画もお楽しみに。

＜今月の注目企画＞
◆10代女子が太鼓判！大山町のトレンドスポット
流行に敏感な10代の若者たちがオススメする大山町の
オシャレスポットやイケてる過ごし方を紹介。
◆大山伝説〜大山町にお城？末裔が知る意外な事実
中山地区に築かれた山の城。その歴史や背景を探る中で
城主の血を引く住民に出会う。
知られざる大山町の歴史に迫るシリーズ企画。

●LIFE〜わたしの生きる道
大山町に暮らす人たちの「生き方」に迫る新企
画。第1弾は、地域の命と向き合い続けた若手
医師の姿を描く。

＜協力者募集！大山チャンネル番組企画会議＞
　見たい番組をみんなでつくろう！をスローガ
ンに、超住民参加型の番組づくりを進める大山
チャンネル。皆さんのアイデアを番組に活か
すべく、「大山チャンネル番組企画会議2021」
を開催します。こんな番組があったらみんな見
る！こんな企画にチャレンジしたいなど、大山
チャンネルの番組を一緒に企画してみません
か？
日時：5月21日（金）18時〜20時
場所：TORICO（大山町富長159-1 BIKAI２階）
申し込み：参加希望の方は、メールもしくは電
話でお申し込みください
※新型コロナウイルスの状況により、直前で延
期する場合があります。参加者が20名に達し
た時点で申込を終了します。

【問い合わせ・番組への情報提供】
株式会社アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス　担当：貝本・白石
大山町富長159−1　BIKAI 2F　 0859−54−3785　daisenchannel@gmail.com

　
新
規
採
用
職
員
の
研
修
と
し
て
、
４
月

２
日
に
講
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
、
新
規
採
用
職
員
と
の

問
答
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
】
町
長
と
し
て
、
大
山
町
の
魅
力
を

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
答
】
自
然
が
魅
力
と
い
う
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
大
山
町
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と

こ
ろ
は
「
人
」。
個
性
豊
か
な
人
が
た
く

さ
ん
い
て
、
一
人
ひ
と
り
が
大
山
で
の
生

活
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
魅
力
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
問
】
町
長
が
影
響
を
受
け
た
人
は
誰
で

す
か
。

【
答
】本
田
宗
一
郎（
ホ
ン
ダ
の
創
業
者
）。

や
り
た
い
こ
と
を
や
り
き
っ
た
結
果
、
社

会
貢
献
に
も
な
っ
た
と
い
う
生
き
方
が
格

好
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
問
】
県
内
の
市
町
村
長
で
仲
が
良
い
の

は
誰
で
す
か
。

【
答
】
み
ん
な
と
仲
が
良
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。首
長
の
中
で
は
一
番
年
下
な
の
で
、

み
な
さ
ん
が
良
く
し
て
く
だ
さ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

【
問
】
町
長
に
な
る
ま
で
に
、
努
力
し
た

こ
と
や
勉
強
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

【
答
】
学
ん
だ
の
は
大
山
町
の
こ
と
。
で

き
る
だ
け
多
く
の
町
民
と
出
会
う
こ
と

が
、
一
番
の
勉
強
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
、
ど

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
を
感
じ

る
こ
と
は
大
切
で
、
町
長
に
な
っ
て
か
ら

も
続
け
て
い
ま
す
。

　
以
上
が
、
問
答
の
一
部
で
す
。
意
外
な

質
問
が
多
く
、
こ
ち
ら
が
伝
え
た
い
こ
と

と
、
聞
き
手
が
知
り
た
い
こ
と
は
、
必
ず

し
も
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
を
改
め
て
感

じ
た
研
修
で
し
た
。

～ episode 29 ～
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　　男　：　７，６４９人（－４７）
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○世帯数：５，７２３世帯（－　１）
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こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー
ゆ

ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。

　
晴
れ
渡
っ
た
空
に
、
新
緑
の
青
葉
。
す

が
す
が
し
さ
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
中
山
温
泉
に
ゆ
っ
た
り
つ
か
り
身
体

を
ほ
ぐ
し
、
春
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

︿
５
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
﹀

『
中
山
温
泉
朝
市
』

　
出
店
者
募
集
中
!!　
野
菜
・
果
物
・
雑

貨
な
ど
の
販
売
の
他
、コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
、

ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん
、占
い
師
さ
ん
も
出
店
。

売
り
切
れ
御
免
の
境
港
産
干
物
も
好
評
販

売
中
！

【
日
時
】
５
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
９
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
多
目
的
広
場

『
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
』

映
画
『
さ
よ
な
ら
テ
レ
ビ
』

　
今
は
昔
。
テ
レ
ビ
は
街
頭
の
、
お
茶
の

間
の
、
ダ
ン
ト
ツ
の
人
気
者
だ
っ
た
。
豊

か
な
広
告
収
入
を
背
景
に
、
情
報
や
娯
楽

を
提
供
す
る
民
間
放
送
は
資
本
主
義
社
会

　
で
最
も
成
功
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

一
つ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
テ
レ
ビ

を
持
た
な
い
若
者
も
珍
し
く
な
い
。
今
、

テ
レ
ビ
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
…
？

【
日
時
】
５
月
15
日
（
土
）　

　
　
　
　
10
時
・
14
時　
２
回
上
映

【
場
所
】
中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

【
料
金
】
大
人　
１
、０
０
０
円　

　
　
　
　
中
学
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　
　
未
就
学
児　
無
料

『
ミ
ニ
4
駆
大
会
』

【
日
時
】
５
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　
フ
リ
ー
走
行　
₉
時
～
12
時

　
　
　
　
　
レ
ー
ス　
　
　
13
時
～
17
時

【
場
所
】
中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル
他

【
料
金
】
エ
ン
ト
リ
ー
料
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
温
泉
入
浴
券
付
）

『
お
風
呂
の
日
』
５
月
₂₆
日
（
水
）

　
ポ
イ
ン
ト
５
倍
!!

※
社
会
情
勢
等
が
落
ち
着
く
ま
で
当
面
の

間
、
抽
選
会
及
び
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
は
中

止
し
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
に
変
更
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
ご
利
用
案
内
】

営
業
時
間　
10
時
～
21
時

　
　
　
　
　
（
20
時
30
分
受
付
終
了
）

休
館
日　
５
月
10
日（
月
）　
第
２
月
曜
日

料
金　
大
人
４
４
０
円　
小
人
２
２
０
円

◯
お
得
な
回
数
券
も
あ
り
ま
す
。

・固定資産税（１期）

納期限 5月31日（月）
※期限までに納めましょう

今月の税･保険料


